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品　　番

構成部品

取付要領書
ナンバーフレーム

ボルト付き
ボルト無し（ロックボルト同時装着の場合） 08407-00A60

08407-00A50①
②

3

1 2

ナンバーフレーム

No. 品　　名 品　　番
個数

① ②

1 1

ボルト（M6×20）2 2

クッション3 2

1

－

2

※ロックボルトの取り付け等についてはロックボルトの取扱書を参照ください。

取り付けに必要な工具等
ドライバー⊕もしくはラチェット（10mm）

取り付け上の注意事項
この取付要領書では安全な作業をしていただく為、特にお守りいただきたいことを次のマークで表示しています

………スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載しています

取り付け時、取りはずし時には必要に応じて車両周辺部品、製品の保護を行い傷付き防止を実施してくだ
さい。

⑵
⑴ 車両を水平な場所に停車してパーキングブレーキを引き、輪留めを確実に行ってください。
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1ナンバーフレーム

TG-EC-001

取り付け概要

Front

1ナンバーフレーム

TG-EC-002
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取り付け要領

車両への取り付け 
■除く、ロックボルトを同時装着する場合
1.	1ナンバーフレームを2ボルト（2本）で車両
に取り付ける。

Front

Front

1ナンバーフレーム

1ナンバーフレーム

フロント側

リヤ側

2ボルト×2

2ボルト×2

TG-EC-A05

ナンバープレートの組み付け
1.	ナンバープレート傷つき防止として、梱包袋でナ
ンバーフレーム下部のリブ部を覆う。

2.	1ナンバーフレームにナンバープレートを挿入
する。

3.	1ナンバーフレームから梱包袋を取り外す。

ナンバープレート

1ナンバーフレーム

梱包袋

リブ部

TG-EC-A08a

1.	 取り付け後、フードや各ドア（バックドア
やラゲージドアを含む）を閉めて、ナンバー
フレームにビビリ音が無いことを確認して
ください。

2.	 ビビリ音が発生する場合、ナンバーフレー
ムを一度取りはずし、ビビリ音の発生部に
クッションを貼り付けてください。	
ビビリ音の発生部が不明確な場合、下記貼
り付け推奨位置にクッションを貼り付けて
ください。ビビリ音の軽減につながります。

■3クッション貼り付け推奨位置
【裏面視】 B‐B’ 断面視
推奨位置3

推奨位置1

ボデーと1ナンバーフレーム
の間に隙間があきます

B’B’

1ナンバーフレーム

ボデー

3クッション

推奨位置2
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取り付け完了後の点検

■ロックボルトを同時装着する場合
1.	1ナンバーフレームをロックボルト（別売・2本）
で車両に取り付ける。

1ナンバーフレームの浮きがなく、確実に取り付いているか確認する。

Front

Front

1ナンバーフレーム

1ナンバーフレーム

フロント側

リヤ側

ロックボルト×2（別売）

ロックボルト×2（別売）

TG-EC-A07

1.	 取り付け後、フードや各ドア（バックドア
やラゲージドアを含む）を閉めて、ナンバー
フレームにビビリ音が無いことを確認して
ください。

2.	 ビビリ音が発生する場合、ナンバーフレー
ムを一度取りはずし、ビビリ音の発生部に
クッションを貼り付けてください。	
ビビリ音の発生部が不明確な場合、下記貼
り付け推奨位置にクッションを貼り付けて
ください。ビビリ音の軽減につながります。

■3クッション貼り付け推奨位置
【裏面視】 B‐B’ 断面視
推奨位置3

推奨位置1

ボデーと1ナンバーフレーム
の間に隙間があきます

B’B’

1ナンバーフレーム

ボデー

3クッション

推奨位置2


